
◆ゲストスピーカーより活動紹介 

特定非営利活動法人 

ふれあいの家―おばちゃんち 事務局長 幾島博子さん（本学卒業生） 

  ＊「ふれあいの家－おばちゃんち」は、 

子どもと大人がともに健やかに生きるために、子育て広場事業、講座、 

情報誌やホームページづくりなどを行い、世代を超えた子育て・子育ち 

の仲間のネットワークを、品川区内を中心に進めているＮＰＯです。 

 

 

●家の形のパンフレットは「おばちゃんち」の顔 

 はじめまして、幾島博子です。私は「ふれあいの家－おばちゃんち」の事務

局長をしています。家形のパンフレット（資料１-①②）を見てください。こ

れが私たちの顔になっています。 
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資料１-①↓ 
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資料１-②↓ 
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●幾島さんの出会いとつながり 

 事務局長というのは私の半分の顔で、実は２８年間、品川区では児童センタ

ーといいますが、公務員として区立の児童館職員をしています。自分自身の子

どもは今２２歳と１７歳で、品川区で子育ても仕事もＮＰＯ活動もしてきまし

た。２２年経っても子育てはまだまだ続いていますが、そんな風に品川区で暮

らしてきました。 

 大学在学中は全く勉強していなかったので恥ずかしいのですが、本当に妙な

ご縁で母校に伺うことができたことをとてもうれしく思っています。 

 １５分ぐらいの時間でどのくらいの話ができるか不安ですが、資料２を見て

ください。私が今の活動にたどり着き、品川区での子育てのネットワークがで

きるまでの間には、私ひとりの力という意味ではないのですが、私自身の生活

のいろいろなつながりがあったのです。私は児童センターの職員ですが、ささ

やかですがいろいろな地域の活動にもかかわってきました。無認可の保育園、

公立保育園、学童保育クラブの父母の会で、同じ地域で暮らすたくさんのお父

さんやお母さんたちと出会いました。 

資料２↓ 

＜おまけ＊幾島個人史＞ 

品川区児童センター職員 

無認可保育園父母の会 

公立保育園父母の会 

学童保育父母の会 

小学校、中学校ＰＴＡ 

品川太陽少年団父母会 

品川こども劇場 

マッハスタジオ 

ＮＰＯフォーラムしながわ 

しながわチャイルドライン 

六行会チルドレンズフェスティバル 

品川冒険あそびの会 

ふれあいの家－おばちゃんち 

また、仕事をしているのでＰＴＡ活動は少ししかできませんでしたが、小学

校や中学校の保護者の方々とも出会いました。 

 長女は小３から１０年くらい積極的に地域の少年団の活動をしていたので、

そのお父さん・お母さん、若者たちと知り合い、今もずっとつながっています。

全国組織のおやこ劇場・こども劇場というものがありますが、私自身が劇など

を観るのが好きなので「品川こども劇場」の会員を20年以上、今は親だけです

が会員でいます。 

また、「マッハスタジオ」という、障害を持っている子どもの家族のレクリ

エーショングループの立ち上げにかかわりました。「ＮＰＯフォーラムしなが

わ」は、品川区内にあるＮＰＯのゆるやかなネットワークですが、その活動も
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数年間やってきています。 

 また、｢しながわチャイルドライン」という、電話で子どもたちの生の声に

ゆっくりと耳を傾けて聴く活動にかかわったり、こども劇場の流れにある活動

ですが、「六行会チルドレンズフェスティバル」という、芝居という文化活動

を基にまちづくりをしていこうというフェスティバルの企画にも数年間参加し

ています。世田谷から始まったプレイパーク、冒険遊び場の活動が今全国に広

がりつつありますが、品川冒険遊びの会の活動を、影ながら応援してきました。  

そして、３年前から「ふれあいの家－おばちゃんち」の活動をしています。 

 ひとりの母親として子どもを育て、仕事として子育て支援や子どもの活動に

かかわるだけではなく、私のいろいろな出会いがいつもたくさんあり、私の中

に溜まっていった財産を、私の中だけにしまっておくのはもったいないと思い

ました。興味があれば、私はどんどん外に出ていくタイプで、恥ずかしながら、

もらったものはすぐに外に出したくなるのです。そうしているうちに、いろい

ろな人との出会いが積み重なって、結び付いてきました。暮らしの中、生活の

中から、形に見えるものができたのだなあとつくづく思います。もちろん私だ

けではなく、出会った人たちのいろいろな活動があってこそのことです。 

資料５の図のよう簡単には表せないような、複雑な絡みの中で、世の中はで

きているのだなと痛感しています。 

 

●「ふれあいの家－おばちゃんち」の活動 

  「ふれあいの家－おばちゃんち」には、渡辺美恵子さんというキーパーソ

ンがいます。彼女は中野区の児童館の館長だった方で、館長を辞めた後、自分

の住まいのある品川で、子育てを軸に異世代がふれあえるようなＮＰＯ活動を

始めたいと思っていました。かれこれ４、５年前、私はもう一人の同僚と一緒

に、ある勉強会の場で、渡辺さんと偶然出会いました。いろいろ話しをしてい

るうちに意気投合し、この三人を含む１０人弱の仲間で「おばちゃんち」を立

ち上げようということになったのです。準備期間を経てＮＰＯ法人を設立し、

約３年になりました。 

 資料１-②をみてください。今「おばちゃんち」がどんなことをしているの

かを簡単に紹介します。写真も見てください。 

 集うは、「ホットほっとＨＯＴ」「みこおばちゃんち」「ニッコリータ」

「ヤングの広場」（準備中）という４事業をやっています。「おばちゃんち」

という一軒の家はまだないので、月に１回日曜日に、児童館の部屋を借りて

「ホットほっとＨＯＴ」という広場をやっています。 

 写真のように、高校生や学生など若者のスタッフも多く、親子で来た小さい

子どもたちはヤングスタッフとよく遊び、お母さんたちはのんびりおしゃべり

をしたり、「ＳＫＩＰ」という情報誌の編集会議をしたりしています。そのお

母さんの右の席に若者が２人いますが、今度高校を卒業する子たちで、お母さ

んたちと一緒に交わっておしゃべりをしています。こんな雰囲気の活動が「ホ

ットほっとＨＯＴ」です。「ホットほっとＨＯＴ」の写真には、年配のスタッ
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フも写っていますが、若者、私世代、熟年世代まで、いろいろな年齢層のスタ

ッフがいます。お楽しみ会では、大学生が司会をしています。新聞紙あそびの

真ん中で、新聞紙の吹雪にまみれているのが代表の渡辺美恵子ですが、こんな

ふうにして遊びました。 

「ホットほっとＨＯＴ」の写真↓ 

 

 

 ←代表 渡辺さん 
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「みこおばちゃんち」は、高層マンションの一室で隠れ家のようにやってい

る活動で、残念ながら写真はありません。毎週月曜日の１１時から３時、平均

５組くらいの親子が利用しています。いっしょにお昼を食べてたりして、大家

族のような雰囲気の中、ちょっとした悩みや愚痴も話しやすい場のようです。

近隣の大学生、地元の夜間高校生が定期的にスタッフとして入ってくれていま

す。 

 次は「ニッコリータ」（資料３参照）という事業です。品川区社会福祉協議

会との協働事業で、毎週火曜と水曜日の１１時から１５時に、開設することが

できた場所です。元学童保育クラブだった庭のある建物を使っています。のん

びり遊んだり、昼食をともにしたり、時々講座を開いたりという、集う活動を

しています。この春からは、「ニッコリータ」をいっしょに運営している「子

育て仲間＊はらっぱ」という、現役お母さんのグループが、産後セルフケアの

クラスを始めます。 

 

 「ニッコリータ」の写真↓ 

 

次 に 資 料 １ -② の 学 ぶ で す 。 カ ナ ダ か ら 日 本 に 入 っ て き た 「 Nobody’s 

Perfect（ノーバディーズ・パーフェクト）」というプログラムの推進、若者

が初めて赤ちゃんと出会う講座の企画をしています。また、今年度は品川区の

社会教育委託学級で「赤ちゃんと話そう」という連続講座を、現役のお母さん

が中心になっておこないました。また、ヤングとシニアの保育サポーター養成

講座を行い、その保育サポーターを養成するプログラムとサポーターを派遣す

る仕組みも作りつつあります。 

次は独立事業と繋ぐで、今日のメインのお話になります。独立事業は、子

育てポータルサイト「てとてとねっと」（資料４参照）と子育てガイド「ＳＫ

ＩＰ」があります。一昨年、助成金を活用して『ホームページ作りをしません

か？』という講座を企画しました。ホームページ作りの考え方や具体的な技術

を学び、その後「てとてとねっと」という子育ての情報発信ができるサイトを

作りました。「てとてとねっと」は、日記形式のブログとは違った感じに見え

ますが、複数の現役のお母さんたちが、自宅で更新作業をしやすいように、ブ 
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資料３↓ 
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資料４↓ 
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ログで作っています。 

 子育て情報誌「ＳＫＩＰ」は、会場内の資料コーナーに閲覧用の０号と１号

と２冊あります。この子育て情報誌作りも講座を開き、十数人のお母さんたち

が集まって、実際に形あるものを作りました。「てとてとねっと」も「ＳＫＩ

Ｐ」も「おばちゃんち」本体では抱えないで運営しており、「おばちゃんち」

自体を大きくしていこうとはしていないのです。それぞれの事業の中心になっ

ているお母さんたちが「てとてとねっと編集局」「ＳＫＩＰ編集委員会」とい

う独立した組織として、それぞれ歩いています。ただ、任意団体で法人格があ

りませんから、「バックにはＮＰＯ法人のおばちゃんちがいるから、社会的な

責任はおばちゃんちが持つよ。何かあったら、『困っているよ！助けて！』と

実家に帰ってくるように、いつでも来てね」という関係で、渡辺や私や事務局

のスタッフが見守り、愛を注いでいるというか一緒に楽しみながらやっている

事業なのです。 

 資料１-②の繋ぐです。今年度おばちゃんちは、独立行政法人福祉医療機構

の助成金事業として「子育て・子育ちにやさしいまちづくりネットワーク事

業」をおこないましたが、その中で「みんなで子育て・子育ちネットワーク会

議しながわ」を立ち上げ、昨年秋に三回の会議を開催しました。 

 資料５の図を見ながらお話します。真ん中に「子育て・子育ちネットワー 

ク会議しながわ」とありますが、これは「おばちゃんち」が品川の真ん中にあ

るという意味ではなく、手前味噌で自分たちのことを真ん中に書かせてもらっ

たというだけのことです。少し太い線の楕円形が「ネットワーク会議しなが

わ」の繋がりです。周りにいろいろな大きさの楕円形がありますが、それぞれ

のネットワークがあるということを示しています。 

 点線のところは区民や、お母さん、若者、親子など、品川区で暮らしている

人や、動いている人全体を表しています。       

「おばちゃんち」の中には、今話したような事業がいろいろあるのですが、

「子育て・子育ちネットワーク会議しながわ」ができるより前に、私のかかわ

りの中では児童センターの活動からつながっていた「はっぴいトライアング

ル」が大きな存在でした。「はっぴいトライアングル」は、児童センターで活

動する自主グループのつながりです。資料６は、先日行われた「はっぴいトラ

イアングル」の交流会の呼びかけチラシです。写真は、その交流会の時のもの

です。いろいろな活動をしているお母さんたちが活動発表と交流をし、今日の

前半のようなことを実演入りでやりました。昼にはおにぎりの販売をして、み

んなでわいわいとお昼を食べて、午後は、活動分野ごとに分かれてお互いの活

動でこんな悩みがあるとか、もっとこんなことが一緒にできないか、という話 

をし、最後には大きな円になってみんなでまとめをしました。 

 資料１-②の左側の下に「はっぴいトライアングル世話人会参加」とありま

す。「はっぴいトライアングル」は、もともとは児童センター主催の子育て広

場事業のイベントとしてやっていたのですが、その中の事業として収まりがつ

かなくなってきました。私は職員としてこの事業にかかわりながら、一方で
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「おばちゃんち」の顔もあって、立場を混同させないように配慮をしていまし

た。「はっぴいトラインアングル」に参加していた中心的なメンバーから、

「児童センター主催の中でよりも、独立して自分たちでやろうよ」という意見

が段々に出始め、「はっぴいトライアングル」は、いまや児童センターから自

立して動くようになりました。 

 

資料５↓ 

 
「はっぴいトライアングル」という名前の語源ですが、例えば専門的な知識

を持っている人、子育てをしている親子、何かボランティアをしたいという思

いのある人、その３つの点があったとして、だれがだれのためにということで

はなく、３つの立場の者が、みんなそれぞれ生かしたり生かされたりでつなが

ったことでみんなが幸せになれる、というようなことを言葉に表して「はっぴ

いトライアングル」、そういうトライアングルがいっぱいできたら品川はもっ

と暮らしやすくなるよね、という思いのこもった言葉です。そのようなネット

ワークが、ほぼ５年くらいの間でじわじわと動いてきたのです。 
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資料６↓ 

 

              はっぴいトライアングルの写真↓ 
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●「子育て・子育ちネットワーク会議しながわ」 

 そうこうしている中で、今年度福祉医療機構からの助成金を得て、「子育

て・子育ちネットワーク会議しながわ」を立ち上げようと、呼びかけました。 

 資料７の団体が「子育て・子育ちネットワーク会議しながわ」に参加してい

る団体です。座長の小俣昌道さんは、もともと品川区にある幼稚園の園長で、

品川区から「幼保一元園」を中心とした大きな事業を委託されている「ＮＰＯ

子育て品川」の代表の方です。 

 片岡玲子さんは、以前は東京都の職員として、児童学園、児童相談所や東京

都児童会館の館長もなさった方で、今は立正大学の心理学部の教授です。片岡

先生には副座長になっていただき、現在では資料に書いてある団体が参加して

います。今日参加している港区のグループの方とも共通点やつながりのある団

体もたくさんあります。 

 名前だけでは「何だろう？」という団体もあって、説明する時間がなくて残

念です。会員たった１人でやっているという障害児の親の会から、病児保育で

は全国的に名前が通るようになったフローレンスというＮＰＯもあり、いろい

ろな規模の団体が入っています。 

 このネットワークは会議に徹し、イベントはやらず、情報交換、交流をする

会議として、今年度は３回行いました。来年度もそのような予定でいます。
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（来年度から正式名称を『子育て・子育ちネットワークinしながわ』としま

す）いずれ、集まった仲間で子育てメッセみたいなものをやろうということが

出てきたら、別枠で実行委員会を作るとか、あるいは「そういうイベントをや

るのは、『はっぴいトライアングル』にお任せください」とか役割分担をして

いけたらいいなと思っています。 

 「子育て・子育ちネットワーク会議しながわ」に参加している団体が、「は

っぴいトライアングル」という輪の中にいたり、「でかばっぐ」という人形劇

のグループは、「人形劇横丁」というイベントをやる中で、地元の学生サーク

ルやいろいろな人形劇やパネルシアターをやるグループとつながっていたり、

「読み聞かせネットワークおはなしどこでも隊」は、そのものが読み聞かせを

する人たちのネットワーク団体ですし、フローレンスは「こども未来会議しな

がわ」という大きなネットワーク会議を主催して立ち上げたところです。品川

ボランティアセンターを運営している品川区社会福祉協議会も参加しています

が、ボランティアセンターは、品川区内のたくさんの個人ボランティアや、ボ

ランティア団体のネットワークを作っています。「リンクマム」は、お母さん

たち個人をつなげているメーリングリストグループなので、たくさんのママた

ちとネットワークされています。「品川．あそびＣＯＭ」は、児童センターで

遊んで大きくなってボランティアをしていた若者たちが、「俺たちの力で何か

イベントをやろうぜ」と立ち上げた５、６０人の大学生や高校生、若者のグル

ープです。去年の８月の暑い日に企画したイベントの一風景の写真です。けっ

こうにぎにぎしく、こんなイベントを素晴らしい若者たちが行いました。 

ネットワーク会議は、会議に徹すると言いましたが、「てとてとねっと」で

は、近いうちに「子育て・子育ちネットワークｉｎしながわ」というコンテン

ツをつくる予定で、「てとてとねっと」を通じて外からも見えるようになりま

す。情報誌という紙媒体を担う「ＳＫＩＰ」も参加していますから、もっと広

く区民全体に発信できるツール自体が、会議参加団体の中にあるというわけで

す。とても膨らみのあるネットワークになっているのだなとつくづく思います。 

品川．あそびＣＯＭの写真↓
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 ●なぜネットワークを創るのか？？？ 

 次になぜ、そのようなネットワークを創るのか？ということです（資料８参

照）。ネットワークとはいったい「なに？」なんだろう。「それぞれの団体の

違いを認めながら」これがとても大事です。違いを認めながら、情報交換、連

絡、共有ツール、協働企画などを通して、つながっていくこと。「つながった

らなにができるのか？」違う立場、価値観の人と出会える。同じグループの中

や同類のグループ同士だけでは、同じミッション、目的を持っているので、意

気投合できるけれども、似通った人たちとの集まりに留まります。ですが、ゆ

るやかなネットワークではいろいろな立場、いろいろな価値観の人と出会うこ

とができます。お互いの経験を学び合える、困ったときには助け合うことがで 

き、得意な分野で協力し合うこと、情報を共有することもできます。情報量が 

とても増えてきます。 

 次が重要です。つらかったり、困っているのに、更に孤立していて、もっと

誰かとつながりたいなと思っているお母さんたち、子育て当事者などに、いろ

いろな情報がまとめて届きやすくなります。一団体の情報だけではなく、「あ

ぁ、こんなのもある。私に合うものはどれだろう？」「私が必要なものはどん

なものだろう？」と、情報のほしい人たちに届けやすくすることができると思

います。 

 あとは、社会的認知が高くなりますし、信頼度も高くなります。何らかのか

たちで資金などが回ってきたり、助成金などが動きやすくなったりということ

があります。行政との関係も持ちやすくなっていくと思います。 

 そして、ひとつの地域でつながったら、だれかがキーパーソンになって、ほ

かの地域ともつながることができるでしょう。すでに今、複雑に絡み合ってい

ろいろなネットワークが、日本全国にできつつあります。こんなことが考えら

れるのではないかと思います。  

 今ほど、たった１軒の、ほとんどがたったひとりのお母さんに「子育てはあ

なたの責任、あなたがしっかりしなきゃ駄目よ」なんて言われている時代はな

く、ほんのこの数十年のことです。少し前までは、お母さんはそんなに子育て

しなくても、町の中でみんなが子育てをする時代があったわけです。特に都心

では、お母さんがひとりで何役もこなさなければいけないし、子どもに少しで

も何かあったら自分が怒られ、社会から批判されているような目にさらされ、

とてもつらい思いをしています。そこから抜け出るためには、ひとりで子育て

をする、親だけの責任などという発想はやめて、ここ数年ずいぶん言われるよ

うになりましたが、「町で、地域で、みんなで子育て」という合言葉のとおり

にしていくことです。このことと、組織がつながっていくネットワークは、表

裏一体ではないかなと思っています。こんな形に表わせるような品川での子育

てネットワークが、多くの人々の生活の中から生まれ出たように、みなさんひ

とりひとりが子育てをしたり、ひとつひとつの小さなサークル活動をしてきて

いることが土台にあって、つながり合うことが初めて宝物、輝けるものになっ

ていくのだと思います。土台のないところにつながりだけを作ろうと思って 
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資料７↓ 

子育て・子育ちネットワークしながわ 

座長 小俣昌道氏（ＮＰＯ子育てしながわ） 

副座長 片岡玲子氏（立正大学心理学部教授） 

参加団体   ＜05.11時点＞ 

社会福祉法人品川区社会福祉協議会 

品川ボランティアセンター 

社団法人 長寿社会文化協会（ＷＡＣ） 

ＮＰＯ子育て品川 

品川区立就学前乳幼児教育施設 

ぷりすくーる西五反田 

ＮＰＯ法人 どりいみんぐ 

ＮＰＯ法人 フローレンス 

旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会 

しながわ子育てガイド ＳＫＩＰ編集委員会 

品川子育てポータルサイト てとてとねっと編集局 

品川こども劇場 

子育て仲間＊はらっぱ 

しながわチャイルドライン 

品川冒険あそびの会 

じぶんみがき本舗 

あおいそら 

でかばっぐ 

はっぴいトライアングル世話人会 

読みきかせネットワーク おはなしどこでも隊 

リンクマム 

ＮＰＯ法人ふれあいの家－おばちゃんち 

も、それは形だけで、絵に描いた餅になってしまうのではないでしょうか。 

 明治学院大学のこの研究所という宝物が港区にあり、こういう企画をしたわ

けですから、大いにこの研究所をこき使ってください、私が母校を誇りに思え

るように。今みなさんが、ひとつひとつの活動を大事に土台にしてつながって

いったら、きっと港区でも、すてきなことがどんどんうねり、形になって、孤

立したお母さん、つらいお父さん、お母さんがひとりでも少なくなり、「子育

てって楽しいよね」と思える人が増えていくと思います。そうしたら、結果と

して、いつの間にか生まれるこどもの人数が少し増えたね、子どもがどこにで

もいるようになったね、となるかもしれない・・。 

 そして、子どもだけではなく、障害を持っている人やお年寄り、弱っている

人なども含め、だれもが暮らしやすい町になったという日が、やがて来ること
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を願っています。みなさんにも、これからも身の回りのいろいろなことを無理

せずに楽しみながら、こつこつとやっていって欲しいです。そしてお隣の区で

すから、「一緒につながっていきましょう!」とエールを送り、私からのお話

はここまでにしたいと思います。どうもありがとうございました。 

資料８↓ 

市民活動のネットワークとは？ 

なに？ 

 それぞれの団体の違いを認めながら、情報交換、

連絡、共有ツール、協働企画などを通して、繋が

っていくこと。 

どうやってつながっているのか？ 

 会議、ネット、情報の行き来、情報の外部発信、

協働事業、イベント協力、ほか 

なぜつながるか？ 

つながることで、さまざまな可能性が広がる。 

互いに豊かになる。 

つながったらなにができるのか？ 

違う立場、価値観の人と出会える。 

 経験を学びあえる。 

 困った時に助け合える。 

 得意な分野で協力し合える。 

 情報を共有できる。情報量が増える。 

 利用者、情報受信者に情報が届きやすくなる。 

 社会的な認知が高くなる。 

 資金などが、まわってきやすくなる。 

 行政との関係が持ちやすくなる。 
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